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丸井グループの 

サステナビリティ経営 
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丸井グループの概要 

創 業 1 9 3 1 年 家具の月賦商として創業 

事 業 内 容 小売事業、フィンテック事業 

※小売・金融一体の独自のビジネスモデル 

小 売 事 業 フィンテック事業 

エポスカード 

（2019年3月期） 

・関東を中心に、東海・関西・九州に25店舗 

・取扱高 3370億円 

・年間入店客数 2.1億人 

・カード会員数 688万人 

・取扱高 2兆3106億円 
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『信用は私達たちがお客さまに与えるものではなく、お客さまと共に創るもの』 
                            （創業者：青井忠治） 

累計400万足突破！ 
ラクチンきれいシューズ 

年会費無料の 
ゴールドカード 

エポスカードアプリ 
170万ＤＬ突破！ 

共創の集大成
博多マルイ 

お客様の声を反映した広告宣伝 

PB保険 

共創 ＝ お客さまと共に創る 

共創経営：すべての事業プロセスに「お客さま」視点を取り入れる 
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企業価値視点の「共創経営」：私たちの考える企業価値 

将来世代 

お客さま 

お取引さま 株主・投資家 

社員 地域・社会 



丸井グループ 「ＶＩＳＩＯＮ２０５０」発行 
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ビジネスを通じてあらゆる二項対立を 

乗り越える世界を創る 



Inter-generational Business 
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2050年ビジョンの実現に向けて 

共創ビジネス 

世代間をつなぐ 
ビジネス 

ファイナンシャル 
インクルージョン 

 グリーン・ビジネス 
  
 ヒューマン・ビジネス 
  

Co-Creative Business 

Financial Inclusion 

将来の地球・世代と共存する選択肢の提供 

「私らしさ」と「他者とのつながり」 
を実現する選択肢の提供 所得格差を解消する 

選択肢の提供 

しあわせ 

GREEN BUSINESS 

HUMAN BUSINESS 
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Green Business 

環境効率＝ 
営業利益 

CO₂排出量 

サーキュラー 
レベニュー  

サーキュラー売上高・取扱高 

小売総取扱高 
＝ 
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環境負荷低減 

エネルギー 

廃棄物 

リデュース 

リユース 

リサイクル 

サーキュラー 
エコノミー 



温室効果ガス排出量と電力コスト 
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・バリューチェーン全体の排出量は5期連続減少 

■温室効果ガス排出量（スコープ1+2+3）と電力コストの推移 

67万 
64万 

61万 60万 52万 
（前比87%） 

スコープ３ 
原材料の調達～輸送・ 

お客さまご購入後の 

排出量 

・１６年度電力コストは下がったが、自社から排出するCO2は増加 

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 

12万 11万 10万 11万 11万 

41万 49万 55万 53万 51万 

スコープ１+２ 
店舗・事業所 

からの排出量 

電力コスト 
（円） 

温室効果ガス排出量 
（ｔ-CO2） 

40億 41億 
37億 

33億 
33億 

（前比101%） 



エネルギーに取り組む背景 

・環境コストのうち電力が最も高く、全体の約６割 
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電力 84% 
（9.5万t） 

ガス 10% 

（1.1万t） 

その他 

（0.5万ｔ） 

・自らの事業から排出するCO2の内、約8割が電力による排出 

■温室効果ガス排出量構成
（スコープ1+２） 

■環境コスト（2018年度） 

コスト(円） 構成 

 電気 ３０億 ５９％ 

 水道  ８億 １６％ 

 ガス  ３億  ６％ 

 廃棄物  ２億  ４％ 

 その他  ８億 １６％ 

 合計 ５１億 １００％ 
・店舗で使用する単位面積あたり 

 の電力使用量は工場の2倍 
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・自社が使用するエネルギー100％を再生可能エネルギーに切り替えを決定 

「RE100」への加盟 

■2018年7月「RE100」へ加盟 

〈目標〉 

 2030年度     再生可能エネルギー100％ 

■みんな電力さまと取り組みを開始（2018年9月~新宿マルイ 本館にて） 

ENECT 

RE100プール 

発電所 需要 
ENECTION 2.0 

発電量と需要量を30分ごとにマッチングして 

ブロックチェーン台帳に記録 



再生可能エネルギー100%切替にむけて 

10 （13店舗） （全店） 

2018年度 2020年度 2030年度 

7万t 

総電力使用量 
2”0000万kwh 

1% 

50% 

1”7000万kwh 

（1店舗） 

100% 

・新たな電力各社との共創により１９年度２０％の再エネ導入予定 
 
・再エネ１００％にむけ、電力小売事業者へ登録。中間コスト削減にも寄与 

新電力各社との共創により 
再エネ電力を購入 ＋ 

電力小売事業者として 
再エネ電力を直接仕入 

（今後）    （現状）    

・みんな電力 

・Ａ社ほか 

・丸井G直接仕入 

再エネ 
使用率 

・Ａ社ほか 

・みんな電力 

・みんな電力 

・Ａ社 

・Ｂ社ほか 

・丸井G直接仕入 

20% 

（８店舗） 

2019年度 

・中間コスト手数料５～１０％の削減 



・みんな電力さまとの資本提携によりサステナブルな選択肢を世の中に提供 

「RE100」とビジネスのつながり 

■2018年12月 みんな電力さまと資本業務提携 

 ・電力の切り替えを検討されるお客さまへ丸井グループを通じてご紹介 

再生可能エネルギーへの切り替えを 
おすすめ 

丸井グループ 

月々の電気代をエポスカードで
お支払い 
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お客さま 

エポスカード会員 

688万人（2019年3月時点） 

https://www.eposcard.co.jp/room_id/index.html
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